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研 究 課 題  音楽・音声を用いたヒューマン・コンピュータ・インタラクションの基礎的研究 
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告 
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概 
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研究目的 
 

および 
 

研究概要 

音声と音楽は、聴覚を通じて人々がコミュニケーションを行う最も主要なメディアである。

人々とコンピュータがより高度なコミュニケーションを行うには、音声や音楽を理解し生成

する方法をコンピュータ上で実現することが重要である。本研究では、こうした観点から、

機械学習などの手法を用いて音声や音楽を分析・認識・理解・生成する方法に関する基礎的

研究を行う。また、それを用いた応用システムの開発も行う。 

研 究 
 
 
の 
 
 

結 果 

主な研究成果を以下に示す。 
・ユーザが画面上に描いた旋律概形を元に、遺伝的アルゴリズムを用いて即座に旋律を生成

する即興演奏システム「JamSketch」に関して、生成される旋律の音楽的な品質を評価する

ための評価実験を実施した。その結果、上級者には劣るものの、上級ではない人間の演奏者

と同程度の品質であることが分かった。 
・上述の JamSketch は、音の高さしか制御することができなかったため、旋律概形を描く

際のペンの筆圧を用いて音の強さを、旋律概形を波線のように描くことでリズム（音符密

度）を制御する改良版を制作し、有効性を評価実験にて検証した。 
・HMM を用いて、与えられたコード進行からジャズのベースラインを生成する手法を実現

し、客観評価・主観評価を通じて有効性を検証した。 
・歌詞付きの歌唱曲では、楽曲から受ける印象と歌詞から受ける印象が一致することが重要

である。従来の歌詞を元にした自動作曲システム（Orpheus など）では、これらの印象の一

致を考慮してはいかなかった。これらの印象を考慮した自動作曲を実現する第 1 段階とし

て、歌詞と受ける印象と楽曲から受ける印象をそれぞれ定量的に推定する方法を実現した。 
・近年、一般の人がカラオケに合わせて歌ったものを録音し、動画共有サイトなどで公開す

る試みが普及しつつある。録音自体は難しくなく行えるが、その音源をイコライザーなどで

自分のイメージ通りに加工するのは簡単ではない。イコライザーの設定を印象語の指定によ

り行えるようにすることを目標に、イコライザーの設定とその音源を聴いた時の印象の関係

を調査した。 

研 究 
 
の 
 

考 察 
・ 

反 省 

研究室の所属学生と合同で研究を進めることで、多様な研究成果を生み出すことができた。 
成果物（プログラム）は、GitHub などで公開しているが、PC 上で動作するプログラムの公

開にとどまっている。一般の方々に広く使ってもらい、社会に還元するには、スマートフォ

ンアプリとして実装し、公開することが重要である。一部のプログラムにおいて Android 化

を進めているが、完成には至っていないので、次年度は積極的に進めていきたい。 
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